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仏教学・宗学、法儀の基礎知識と基礎語学を修得します 各宗の教理・歴史を体系的に学び、
法儀を深めます

専門知識を深め、
現代社会に応用する力を身につけます

卒業論文、卒業研究の完成

第Ⅱ類科目
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部
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用

部
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基礎ゼミナールⅠ
基礎仏教学Ⅰ（初期仏教）

基礎ゼミナールⅡ
基礎仏教学Ⅱ（大乗仏教）

基礎ゼミナールⅢ
基礎仏教学Ⅲ（東アジア仏教）

基礎ゼミナールⅣ
基礎仏教学Ⅳ（日本仏教）

各宗専門ゼミナールⅠ 各宗専門ゼミナールⅡ 各宗専門ゼミナールⅢ 各宗専門ゼミナールⅣ

各宗法儀研究Ⅳ各宗法儀研究Ⅲ各宗法儀研究Ⅱ各宗法儀研究Ⅰ 各宗伝道学Ⅰ
各宗悉曇Ⅰ

時宗教理体系B
時宗教団史研究B

日蓮教学概論各
宗
系

宗
学
系

時宗教理体系A
時宗教団史研究A

禅学概論

各宗教理研究A 各宗教理研究B
各宗教理研究D各宗教理研究C

実践僧侶論
各宗教理体系A
各宗宗典概説A
各宗教団史研究A

各宗教理体系B
各宗宗典概説B
各宗教団史研究B

インド思想研究 インド文献講読
中国仏教文献講読中国仏教研究

日本仏教研究 日本仏教文献講読

インド仏教特講
中国仏教特講
日本仏教特講

チベット仏教研究
インド仏教研究A
インド仏教研究B

インド仏教研究C

仏教漢文Ⅰ
サンスクリット語研究Ⅰ

仏教漢文Ⅱ

各宗伝道学Ⅱ
各宗悉曇Ⅱ

語学系

法
儀

部
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仏教研修B
古都地域研修B

仏教研修A
古都地域研修A

仏教研修C
古都地域研修C

仏教研修D
古都地域研修D

統
合
系

選択集Ⅰ 選択集Ⅱ

教育と宗教
仏教の人権論

現代仏教文化研究現
代
社
会
系 思

想
系

現代社会と仏教A・B・C・D
仏教社会福祉論
宗教法人法

学融合ゼミナールⅠ 学融合ゼミナールⅡ
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FACULTY OF BUDDHIST STUDIES

DEPARTMENT OF BUDDHIST STUDIES

BUDDHIST DENOMINATIONAL STUDIES COURSE

宗 学コース

学びの分野

宗学コースでは、「智慧と慈悲の実践」という建学の理念のもと、4年
間一貫の徹底した少人数教育を重視。大正大学設立四宗派である天台
学・真言豊山学・真言智山学・浄土学、そして時宗学を学べる稀有な
環境で、宗派を超えた交流が可能です。授業では、各宗派の教学・宗

祖 師の教えを現 代 社 会に役 立てる

このコースがめざすこと

史・法儀を理論的かつ実践的に学修することが可能です。国内外で混
迷を極める昨今は、まさに祖師の教化・伝道を生かすべきとき。実社会
との関わりを視野に入れながら、みなさんを現代社会で活躍できる僧侶・
仏教者へと導きます。

将来は地域社会で活躍することも目標に掲げ、

実社会と連携したプログラムを多数用意。社

会教化・伝道に関する手法や、寺院を適切

に運営するための方法なども学びます。

現 代 社 会に対 応した
教 化・伝 道を考える

仏教を正しく世の中に伝えていくために、日本

の全仏教の歴史や思想を総合的・体系的に

学習。異なる宗派の教えも理解し、幅広い知

識と視野を持った僧侶・仏教者をめざします。

宗 派を問わず幅 広く
仏 教の知 識を蓄える

教理を体系的に学ぶことができるばかりでなく、

法儀を着実に身につけていくことができます。そし

て、本山をはじめとする所定道場における加行

を通じて、僧侶として認められることになります。

儀 礼を勤める力を
実 践 的に養う

3つのポイント

カリキュラム

宗学 仏教思想 仏教文化

担当教員

伝統を守りつつ新たな僧侶像を模索したい。私の理 論×実 践

僧侶である父や祖父の姿を見て育ち、自らの手で自坊を守りたいとの思いから大正大学への進学を決意しまし

た。入学後は教義を学び、法衣を着け読経を重ねながら、法要の進め方や檀家さんとの関係づくりの方法な

ども学習。自坊での仏教行事や法要を手伝う際に実践できていることも少なくありません。一方で興味があるの

が、ホームレス支援などの地域活動や、手話を駆使した 「布教師」としての活動。宗派の垣根を越えた仲

間との語らいを通じて自坊の特色の理解を深め、寺院と地域の新たな関わり方を模索していきたいです。

「成道会」とは、お釈迦様が悟りをひらかれた日をお祝いする仏

教行事。学生が実行委員会を組織してアイデアを出し合い、活

発な意見交換を経て、時代に合ったオリジナルの行事をつくりあ

げます。成道会での経験は学生の主体性を高め、周囲の声に

耳を傾ける意識も向上。檀家さんとの関係づくりでも大切な僧侶

としての資質が磨かれるほか、自坊での仏教行事や地域活動に

ダイレクトに生かされる実践力が向上します。

学生が主体的に企画・運営する「成道会」

卒業論文一例TOPIC

◦天台大師智顗の法華経観

◦両界曼荼羅と弘法大師

◦法然上人の教えとカウンセリング

◦盂蘭盆と施餓鬼

◦ペット往生について

◦寺院の現状と持続化について

宗 学コースの“ 学びのフィールド”

法儀研究

各宗派の法要儀式の実践をとおして、さまざま

な儀式の意義を学び、実際の法要を的確に執

り行える力を身につけます。一寺院の住職とし

ての基礎知識を習得するとともに、法要の具

体的な式次第を理解して、信徒にわかりやすく

説明できる僧侶となることをめざします。

關 瑠那
仏教学科 
宗学コース 3年
長野県
松本県ケ丘
高等学校 出身

名 前 職 階 専 門

勝野 隆広 教授 天台教学（菩薩戒）

神達 知純 教授 中国天台教学、法華経の思想・文化

木村 周誠 教授 中国仏教思想

塩入 法道 教授 天台学、法華思想

曽根 宣雄 教授 浄土教の仏身論、法然浄土教

種村 隆元 教授 インド密教

林田 康順 教授 法然浄土教、浄土宗学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

阿部 貴子 准教授 インド仏教

石川 琢道 准教授 中国浄土教思想史

名 前 職 階 専 門

粕谷 隆宣 准教授 日本仏教（中世）

木内 堯大 准教授 天台学、天台宗の儀礼と文化

佐々木 大樹 准教授 密教学

長澤 昌幸 准教授 時宗学

大鹿 眞央 専任講師 日本密教

工藤 量導 専任講師 中国浄土教

倉西 憲一 専任講師 インド密教学

中村 夏葉 専任講師 日本・東洋美術史、仏教美術史

こんなキミに学んでほしい

僧侶（天台宗、真言宗豊山派、真言宗智山派、浄土宗、時宗）に

なりたいという熱意のある人

高等学校での学びを土台として、仏教学をはじめ多様な

学問領域に興味や関心を持っている人

大学での仏教の学びを将来、

地域や社会に生かしたいという意欲のある人

仏教、宗派の教えを拠り所として、

現代社会が抱える諸問題に取り組みたい人

自坊を継ぐことが“定め”だとしても、
将来に向けたビジョンは自由に描いていい。
師僧や檀家の思いを胸に刻み、守るべきは守り、

創るべきは創っていく次代の僧侶像をめざしましょう。

ワンポイントアドバイス

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/
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